
吉
ヶ
平
自
然
体
感
の
郷
に
つ
い
て

問
利
用
者
減
の
要
因
と
対
策
は
。

答
効
果
的
な
情
報
発
信
が
不
足
。
指

定
管
理
者
や
関
係
団
体
と
創
意
工

夫
す
る
。

問
ア
ク
セ
ス
道
路
の
安
全
対
策
は
。

答
県
と
道
路
の
管
理
を
含
め
協
議
す
る
。

市
職
員
の
時
間
外
勤
務
に
つ
い
て

問
今
年
度
の
実
績
と
時
間
数
は
。

答
目
標
30
％
に
対
し
12
％
の
削
減
。
月

１
０
０
時
間
以
上
は
７
人
、
最
高
は

１
３
７
時
間
。

問
出
退
勤
時
間
と
時
間
外
勤
務
の
差
は
。

答
大
き
な
差
は
な
く
適
切
に
管
理
し
て

い
る
。

米
山
県
政
に
対
す
る
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問
10
月
の
県
知
事
選
挙
で
、
市
長
が
推

し
た
森
前
長
岡
市
長
は
敗
れ
、
県
政

初
の
野
党
系
知
事
が
誕
生
し
た
。
米

山
知
事
に
対
す
る
國
定
市
長
の
ス
タ

ン
ス
は
。

答
県
民
の
選
ん
だ
知
事
だ
。
県
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
手
腕
を
発
揮
し
て
も
ら

い
た
い
。
本
年
中
に
各
首
長
と
の
意

見
交
換
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
必
要

に
応
じ
支
援
し
て
も
ら
え
れ
ば
歓
迎

す
る
。

も
の
づ
く
り
大
学
に
つ
い
て

問
第
１
回
検
討
委
員
会
の
市
長
あ
い
さ

つ
で
、
設
置
は
市
で
、
場
所
は
看
護

系
高
等
教
育
機
関
と
同
じ
須
頃
郷
、

開
学
は
平
成
32
年
度
と
重
要
な
こ
と

を
述
べ
て
い
る
。
ど
こ
で
議
論
が
さ

れ
た
の
か
。
節
目
で
議
会
に
対
し
報

告
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
基
本
的
考
え
を
申
し
上
げ
た
も
の
。

節
目
で
報
告
、
表
明
も
し
た
い
。

下
田
地
域
の
新
た
な

温
泉
宿
泊
施
設
に
つ
い
て

問
誘
致
予
定
の
株
式
会
社
自
遊
人
は
、

今
後
10
年
で
10
地
域
に
進
出
す
る
目

標
を
掲
げ
、
発
表
し
て
い
る
。
下
田

地
域
は
こ
の
中
で
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
の
か
。
温
泉
掘
削
ま
で
市
が
支

援
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

答
10
カ
所
の
う
ち
１
カ
所
は
県
内
に
つ

く
り
た
い
と
伺
っ
た
。
こ
う
し
た
企

業
に
対
す
る
支
援
が
公
平
を
欠
く
と

は
思
わ
な
い
。

清
掃
セ
ン
タ
ー
の
焼
却
炉
に
つ
い
て

問
フ
ィ
ル
タ
ー
の
取
り
換
え
は
、
い
つ

し
た
の
か
。

答
耐
用
年
数
は
８
年
。
平
成
28
年
10
月

に
全
休
炉
点
検
し
、
１
号
炉
の
一
部

を
交
換
。

問
旧
焼
却
炉
の
跡
地
環
境
対
策
は
万

全
か
。

答
ヒ
素
お
よ
び
鉛
に
つ
い
て
は
平
成
24

年
に
基
準
を
上
回
る
と
周
知
。
現
在

は
、
鉛
を
掘
削
工
事
で
処
理
。
ヒ
素

は
近
隣
の
自
治
会
に
流
れ
な
い
よ
う

地
下
水
等
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
。

そ
の
数
値
が
変
わ
ら
な
い
と
い
う
こ

と
で
対
応
。

問
現
焼
却
炉
は
い
つ
ま
で
使
用
か
。

答
平
成
44
年
３
月
31
日
ま
で
。

最
終
処
分
場
に
つ
い
て

問
下
田
の
処
分
場
の
使
用
開
始
は
い
つ

ご
ろ
か
。

答
平
成
32
年
使
用
開
始
を
予
定
。

問
道
心
坂
処
分
場
の
現
状
と
今
後
は
。

答
道
心
坂
処
分
場
は
、
新
処
分
場
開
始

に
合
わ
せ
平
成
31
年
度
末
を
も
っ
て

埋
め
立
て
完
了
。

市
有
地
売
却
の
成
果
は

問
ど
こ
に
売
却
し
た
の
か
。

答
公
共
施
設
の
跡
地
６
件
を
一
般
競
争

入
札
に
よ
る
公
告
売
却
を
し
た
が
、

応
札
者
が
お
ら
ず
売
却
し
て
な
い
。

旧
勤
労
福
祉
会
館
に
つ
い
て
は
、
基

礎
ぐ
い
を
地
表
か
ら
１
・
５
メ
ー
ト
ル

の
と
こ
ろ
で
切
断
し
存
置
し
て
あ
る
。

ス
ポ
ー
ツ・文
化・交
流
複
合
施
設

建
設
に
つ
い
て

問
総
合
体
育
館
、
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

の
解
体
工
事
費
５
億
２
５
０
０
万
円
、

実
施
設
計
に
２
億
６
０
０
０
万
円
、

新
施
設
の
建
設
費
は
約
45
億
円
以
内

と
し
、
財
源
は
国
の
交
付
金
８
億
４

５
０
０
万
円
、
起
債
が
32
億
１
０
０

０
万
円
、
一
般
財
源
が
約
４
億
４
３

０
０
万
円
と
の
説
明
が
７
月
に
な
さ

れ
た
が
、
そ
の
後
こ
の
財
源
構
成
に

変
わ
り
は
な
い
の
か
。

答
そ
の
後
の
変
更
は
、現
段
階
で
は
な
い
。

問
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
か
。

答
建
設
工
事
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年

度
中
に
契
約
を
行
い
、
平
成
31
年
上

期
に
ス
ポ
ー
ツ
機
能
部
分
を
、
平
成

32
年
上
期
に
全
館
供
用
開
始
を
目
指

し
て
い
る
。

東
三
条
駅
周
辺
の
交
通
対
策
に
つ
い
て

問
平
成
29
年
度
事
業
と
し
て
、
旧
長
崎

屋
跡
地
で
駐
車
場
の
整
備
に
取
り
組

む
と
い
う
こ
と
だ
が
、
全
て
駐
車
場

と
駐
輪
場
と
い
う
構
想
な
の
か
。

答
駅
利
用
者
の
送
迎
用
お
よ
び
駐
車
ス

ペ
ー
ス
は
も
と
よ
り
、
地
域
の
に
ぎ

わ
い
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
創

出
す
る
場
と
し
て
の
活
用
も
視
野
に

入
れ
て
い
る
。
今
後
は
、
地
元
商
店

街
や
自
治
会
の
皆
さ
ま
と
話
し
合
い

を
重
ね
、
運
営
体
制
等
の
構
築
に
向

け
た
調
整
を
進
め
て
い
き
た
い
。

公
職
選
挙
法
違
反
を
問
わ
れ
て
い
る

市
長
へ
の
告
発
状
の
提
出
お
よ
び

受
理
に
つ
い
て

問
「
公
選
法
」
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

答
法
治
国
家
で
あ
る
限
り
守
る
べ
き
こ

と
と
心
掛
け
て
い
る
。

問
「
書
い
た
と
き
か
ら
違
法
性
を
認
識
し

て
い
な
い
」
と
の
こ
と
だ
が
、
今
も

変
わ
り
な
い
の
か
。

答
全
く
変
わ
っ
て
い
な
い
。

問
警
察
か
ら
何
が
し
か
の
問
い
合
わ
せ

は
あ
っ
た
の
か
。

答
全
く
な
い
。

問
「
告
発
状
」
が
受
理
さ
れ
る
こ
と
は
、

大
変
に
重
い
こ
と
と
考
え
る
が
。

答
告
発
は
誰
に
で
も
で
き
る
。
そ
し
て
、

書
面
に
不
備
が
な
け
れ
ば
ほ
と
ん
ど

受
理
さ
れ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問
ネ
ッ
ト
を
含
む
事
前
運
動
は
「
公
選
法
」

違
反
で
あ
る
こ
と
は
お
分
か
り
か
。

答
分
か
っ
て
い
る
。

問
こ
の
２
日
間
の
お
仕
事
は
、
公
務
で

は
な
く
何
な
の
か
。

答
公
務
以
外
の
も
の
だ
。

問
「
選
挙
運
動
４
つ
の
要
件
」
を
満
た
し

て
い
る
の
で
は
。

答
そ
れ
は
あ
な
た
の
主
観
だ
。

問
法
律
以
前
に
「
社
会
的
規
範
」「
社
会

的
常
識
」「
道
義
的
責
任
」
が
あ
る
と

思
う
が
。

答
「
人
の
道
」
に
反
す
る
こ
と
は
や
っ
て

い
な
い
。

三
条
市
に
お
け
る
子
育
て
支
援

（
幼
児
教
育
）の
充
実
に
つ
い
て

問
三
条
市
と
し
て
も
発
達
参
観
の
実
施

な
ど
幼
児
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
る

が
、
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
を
預

か
る
保
育
園
等
の
施
設
に
対
す
る
補

助
制
度
の
拡
充
も
、
幼
児
教
育
の
充

実
を
図
る
た
め
に
必
要
で
は
な
い
か

と
考
え
る
が
市
の
見
解
は
ど
う
か
。

答
来
年
度
予
算
の
中
で
も
助
成
の
拡
充
に

つ
い
て
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
く
。

ま
ち
な
か
交
流
広
場

「
ス
テ
ー
ジ
え
ん
が
わ
」に
つ
い
て

問
「
ス
テ
ー
ジ
え
ん
が
わ
」
を
中
心
と
し

た
イ
ベ
ン
ト
等
を
多
く
行
っ
て
い
る

中
で
、
利
用
し
づ
ら
い
、
入
り
づ
ら

い
と
い
っ
た
市
民
の
声
も
耳
に
す
る
。

高
齢
者
や
近
隣
の
方
の
ニ
ー
ズ
を
把

握
す
る
た
め
に
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
実

施
し
、
意
見
を
頂
き
な
が
ら
運
営
を

進
め
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
今
後
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
く
。

観
光・交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
い
て

問
ワ
イ
・
フ
ァ
イ
の
整
備
促
進
は
、
観

光
お
よ
び
地
域
活
性
化
等
、
新
た
な

社
会
基
盤
と
し
て
必
要
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

答
外
国
人
の
利
用
も
視
野
に
入
れ
、
新

た
な
施
設
へ
の
ワ
イ
・
フ
ァ
イ
導
入

を
検
討
し
て
い
く
。

市
民
が
安
心
、安
全
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問
今
後
豪
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
が
懸
念

さ
れ
る
。
市
の
対
応
を
伺
い
た
い
。

答
災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
発
令
基
準
を

設
け
て
い
る
。
対
応
に
万
全
を
期
す
。

問
住
民
懇
談
会
の
今
後
の
開
催
計
画
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
に
住
家
が
多
く
存
在

す
る
所
か
ら
行
う
。
次
年
度
は
未
定
。

問
避
難
場
所
と
し
て
集
会
所
の
役
割
は
大

き
い
。
改
修
等
の
補
助
は
あ
る
の
か
。

答
改
装
等
の
違
い
で
補
助
率
も
変
わ
る

が
、
集
会
所
施
設
建
設
費
補
助
制
度

が
あ
る
。

三
条
市
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に
つ
い
て

問
南
蒲
原
森
林
組
合
は
、
２
市
１
町
で

構
成
さ
れ
て
い
る
組
合
で
あ
る
。
他

市
町
と
の
話
し
合
い
の
場
を
設
け
て

い
る
の
か
。
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